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いにしえから未来へ、
最先端のリニアがつなぐ

奈良の魅力

8月26日（火）   
午後2時～午後4時10分

ホテル日航奈良（飛天の問）

平成26年

リニア中央新幹線の新駅実現に向けて
奈良市の未来を考えよう！

主催：奈良市

首を長くして、
リニアを待っています。

©奈良市

「りにまねのうた」と「りにまねダンス」の
動画は公式facebookページで配信中！
http://www.facebook.com/naracity.linear

りにまねのうた 作詞：かとうさきと
作曲：Taishi Senda
うた：りにまね

（イントロ）リニアを奈良市に
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首が長いけど　キリンとちゃうねん
奈良市のシカやけど　首が長いねん
まねいとるけど　猫とちゃうねん
奈良市のシカやけど　まねいてんねん
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リニアを楽しみに　待ってんねん
リニアを奈良市に　まねいてんねん
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ごあいさつ

仲 川  げ ん奈良市長

式  次  第

プロフィール

1  主催者挨拶 仲川 げん（奈良市長）

4  漫才
笑い飯（西田幸治氏と哲夫氏、奈良市観光特別大使）

5  基調講演

市川 宏雄 氏（明治大学専門職大学院長）

6  パネルディスカッション

斉藤雪乃 氏

3  来賓紹介

2  来賓挨拶

7  閉会

リニアと魅力あるまちづくり

コーディネーター

斉藤雪乃 氏（タレント）司　会

パネリスト

●司　会●出演者

市川宏雄 氏　笑い飯　仲川市長　

斉藤雪乃氏市川宏雄氏 笑い飯
大阪出身のタレント。電車に乗って
旅をするのが大好きないわゆる「乗
り鉄」。趣味の鉄道旅行を活かして、
番組、ラジオ、広告、雑誌、イベントな
どで幅広く活躍中。関西では、お天
気キャスターとして出演中の「朝生
ワイド す・またん／ＺＩＰ！」（読売テレ
ビ）のほか、「キャスト」（朝日放送）、
「おとな旅あるき旅」（テレビ大阪）に
出演。関東では、鉄道や旅をテーマ
にした番組「斉藤雪乃のイチバンセ
ン！」（ラジオ日本）などにレギュラー
出演中。

西田幸治氏と哲夫氏の２人組お
笑い芸人。ともに1974年生ま
れの奈良県出身。吉本興業所
属。「上方お笑い大賞」第34回
（2005年）最優秀新人賞、「オー
トバックスM - 1 グ ランプリ
2010」優勝など、受賞歴も多
数。2012年、奈良市観光特別
大使に就任し、イベントなどさま
ざまな場面で活躍中。

明治大学専門職大学院長、公共
政策大学院ガバナンス研究科
長・教授。専門は都市政策、都
市地域計画、危機管理政策、次
世代政策構想。著書・共著に
『リニアが日本を改造する本当
の理由』（メディアファクトリー）、
『東京五輪で日本はどこまで復
活するか』（KADOKAWA）、
『東京の未来戦略』（東洋経済）、
『日本の未来をつくる』（文藝春
秋）、『文化としての都市空間』
（千倉書房）など多数。

　皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　本日はご多忙の中、「リニアと奈良市のまちづくりシンポジウム」にご参加いただき、
誠にありがとうございます。

　リニア中央新幹線は東京・大阪間を約1時間で結ぶ「夢の超特急」として、平成39
年（2027年）に東京-名古屋間、さらに、平成57年（2045年）には大阪までの延伸が予
定されています。新駅設置については、昭和48年（1973年）の国の基本計画で「奈良
市」付近と明記されており、当初より奈良市が事実上の候補地であることは明白であ
りました。わたくしどもはその基本計画をさらに確実なものにするべく、長きにわたり
新駅誘致の取り組みを進めてまいりました。その後、平成23年（2011年）の整備計画
でも「奈良市」付近と改めて決定されたことは、新駅候補地としての奈良市の存在感
を、さらに強固なものにすることとなりました。

　本市としましては、これら歴史的背景に加え、県下最大の交通結節点である点や、
観光客増加に伴う周辺への経済波及効果といった本市の優位性を、さまざまな場面
で訴えていくことが必要であると考えております。当シンポジウムも、皆様のリニアに
関するご理解と、新駅誘致へのご協力をいただけるよう、ひとつの取り組みとして開
催するものでございます。

　リニア中央新幹線は、今から31年後に東京－大阪までが開業する予定です。最先
端技術の結集であるリニアと、天平時代からの悠久の歴史を持つ奈良市。この最も
新しいテクロノジーと古い文化が奈良の地でダイナミックに混ざり合う31年後…この
斬新な期待感を、ぜひ当シンポジウムで皆様と共有できれば嬉しく存じます。

　このお時間が、ご参加の皆様にとって奈良市の歴史と未来、そして日本の将来を少
しでも考えるきっかけとなれば幸いでございます。


